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令和元年５月１日現在
学級数

上：特別支援
下：普通学級 総合計

上：特別支援
下：普通学級

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 0 0
54 6

( ) ( 1 ) ( ) ( ) ( ) ( 2 ) 3 2
② 38 ② 46 40 ② 51 ② 51 ② 49 275 11
( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 0 0

80 6
( 4 ) ( 6 ) ( 2 ) ( 3 ) ( 8 ) ( 2 ) 25 6

⑤ 157 ④ 123 ④ 149 ④ 140 ⑤ 166 ④ 147 882 26
( 4 ) ( ) ( ) ( 5 ) ( 3 ) ( 1 ) 13 3

③ 91 ③ 83 ③ 95 ③ 88 ③ 112 ③ 101 570 18
( ) ( 5 ) ( 3 ) ( 4 ) ( 1 ) ( 6 ) 19 3

② 53 ② 62 ② 57 ② 61 ② 69 ② 48 350 12
( 1 ) ( 1 ) ( ) ( ) ( ) ( ) 2 2

38 4
( ) ( 1 ) ( ) ( ) ( ) ( 3 ) 4 3

② 54 ② 57 ② 55 ② 63 ② 72 ② 78 379 12
( ) ( 4 ) ( 2 ) ( ) ( 2 ) ( 2 ) 10 3

② 40 ② 42 34 ② 43 ② 48 ② 65 272 11
( ) ( 1 ) ( ) ( ) ( ) ( ) 1 1

24 3
( ) ( ) ( ) ( ) ( 1 ) ( ) 1 1

10 3
( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 0 0

33 4
( 9 ) ( 19 ) ( 7 ) ( 12 ) ( 15 ) ( 16 ) 78 24

2,967 116
( 13 ) ( 8 ) ( 13 ) ( 16 ) ( 17 ) ( 27 ) 94 31

3,036 120
( ▲ 4 ) ( 11 ) ( ▲ 6 ) ( ▲ 4 ) ( ▲ 2 ) ( ▲ 11 ) ▲ 16 ▲ 7

▲ 69 ▲ 4

学　校　名
上：特別支援
下：普通学級 総合計 学級数

( 2 ) ( 1 ) ( 3 ) 6 3
73 3

( 6 ) ( 6 ) ( 4 ) 16 3
⑤ ⑤ ④ 481 14

( 2 ) ( 1 ) ( 2 ) 5 2
③ ② ④ 292 9

( 8 ) ( 3 ) ( 5 ) 16 4
③ ③ ③ 285 9

( 5 ) ( 3 ) ( 3 ) 11 2
⑤ ④ ⑤ 473 14

( 1 ) ( ) ( ) 1 1
20 3

( ) ( 1 ) ( 1 ) 2 2
11 2

( ) ( ) ( ) 0 0
17 3

( 24 ) ( 15 ) ( 18 ) 57 17
1,652 57

( 16 ) ( 18 ) ( 25 ) 59 15
1,675 58

( 8 ) ( ▲ 3 ) ( ▲ 7 ) ▲ 2 2
▲ 23 ▲ 1

・（　）内の数字は特別支援学級の児童生徒数（外数）　・○内の数字は２学級以上ある場合の普通学級数　・網掛け表示は複式学級の編制

１　令和元年度 市内小中学校児童生徒数・学級数

学　　校　　名
児　　　童　　　生　　　徒　　　数

1年 2年 3年 4年 5年 6年

石狩小学校 54
4 8 9 10 9 14

花川小学校 278

生振小学校 80
14 15 15 15 15 6

南線小学校 907

花川南小学校 583

紅南小学校 369

八幡小学校 40
4 4 12 6 3 9

緑苑台小学校 383

双葉小学校 282

厚田小学校 25
3 5 3 5 5 3

聚富小学校 11
1 1 4 1 1 2

浜益小学校 33
4 6 6 4 5 8

小学校　計 3,045
463 452 479 487 556 530

平成30年度計 3,130
452 477 485 560 529 533

増　減 ▲ 85
11 ▲ 25 ▲ 6 ▲ 73 27 ▲ 3

1年 2年 3年

石狩中学校 79
22 22 29

花川中学校 497
150 174 157

花川南中学校 297
95 74 123

花川北中学校 301
87 101 97

樽川中学校 484
165 145 163

厚田中学校 21
3 6 11

聚富中学校 13
4 2 5

浜益中学校 17
5 5 7

増　減 ▲ 25
5 ▲ 62 34

・太枠表示は北海道の少人数学級実践研究事業の対象校及び学年　花川中学校１年　　　・小学校１年生は３５人学級

中学校　計 1,709
531 529 592

平成30年度計 1,734
526 591 558

●担当課（学校教育課）の見解

・市村合併した平成18年度以降の市内児童生徒数は、５千人台で推移してきたが、平成30年度は4,864人、今年度は4,754人となって

おり、来年度以降も緩やかに減少していくと推測している。
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(1) いじめ (2) 不登校

　○認知件数 （単位：件） 　○不登校児童生徒数 （単位：名）

男子 537 男子 23 男子 15 男子 16

女子 474 女子 17 女子 11 女子 18

男子 53 男子 8 男子 46 男子 32

女子 53 女子 3 女子 42 女子 38

　➢うち前年度からの継続児童生徒数

　○平成30年度学年別件数 （単位：件） 11 10

43 41

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 １年 ２年 ３年 計 　➢うち教育支援教室（ふらっとくらぶ）入級児童生徒数

212 287 162 163 83 104 1,011 56 37 13 106 1,117 1 0

16 9

　○認知した1,117件の現在の状況  

・1,107件は解消している 　○平成30年度学年別人数

　（※ 6件はR1.5月末までに解消済み、4件は見守り中） （単位：名）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 １年 ２年 ３年 計

1 3 3 5 6 8 26 30 33 25 88 114

　　　中学校

小学校 中学校
合計

104

　　　小学校 17 　　　小学校 9

　　　中学校 114 　　　中学校 104

小学校 中学校
合計

　　　中学校 114

　　　小学校 54 　　　小学校 51

中学校 70

合計 104

88

26

合計 114

小学校 34

２　平成30年度 いじめ・不登校の状況

平成30年度 平成29年度 平成30年度 平成29年度

小学校

合計 51

小学校

中学校 106 中学校 11 中学校

1,011

合計 1,117

小学校 40

●担当課（教育支援センター）の見解

・いじめの認知についてはＨ30年度から、いじめアンケートで「嫌な思いをしたことがある」と答えたものをすべて認知することにしたため認知件数は大幅に増えた。どんなに小さな事案であっても、児童生徒本人が嫌な思

いをしたものについては認知し、いじめ解決に向けたスタートラインに立つこと、そして組織で解決に向けた取組を行うことが重要である。

・不登校の児童生徒数は前年度から増えているが、小学校では減少した。114名の内、新規不登校者数は59名と不登校者数の半分を占めており、新規の発生を抑制するため学校とともに初期段階から組織的にスクー

ルカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと連携し、早期解決に取り組む。

 2



 3 

３　平成30年度　教育支援委員会の協議状況

■教育支援委員会で協議した児童生徒数

　新就学児童 52名

　相談を実施した数（通常学級　　　 39名）

（特別支援学級　　　 10名）

（特別支援学校　　　 ３名）

（通常学級から特別支援学級へ 小 ５名）

（　　　　　〃　　 中 ４名）

（特別支援学級から特別支援学校へ 中 ２名）

（特別支援学級から通常学級へ 小 ２名）

（　　　　　〃　　 中 ４名）

（特別支援学級から特別支援学級へ（転入） 小 ３名）

（　　　　　〃　　 中 １名）

（特別支援学級の種別変更 小 １名）

（特別支援学校から特別支援学級へ 中 １名）

（小６特別支援学級から中１特別支援学級へ 25名）

（小６特別支援学級から中１通常学級へ ３名）

　在籍する児童生徒 51名

●担当課（教育支援センター）の見解

・教育支援委員会では、支援の必要な児童生徒の就学先や支援の内容、方法等について、専門的な立場から協議して、それぞれに応じた「学びの場」を総合的に判断し

ている。この結果を基に、児童生徒本人や保護者の意見を最大限尊重し、教育的ニーズと必要な支援についての合意形成を行うことを原則として、市教委が就学先を最

終決定している。

・平成30年度において、「新就学児童」については52名の協議を行い、新就学児童全体の約11.2％となっている。また、「在籍する児童生徒」については51名の協議を行

い、児童生徒の発達の程度や適応の状況、学校の環境等を勘案しながら、柔軟に転学等ができる仕組みとなっている。

 3



 4

４　平成30年度 学校給食費収納状況

（単位：円、％）

平成30年度 平成29年度

　収納率(A) 　収納率(B)

87.6計 301,433,461 268,366,497 3,336,219 29,730,745 89.0

98.1

滞 納 繰 越 分 28,018,453 2,296,373 3,336,219 22,385,861 8.2 12.1

現 年 度 分 273,415,008 266,070,124 0 7,344,884 97.3

　

区　　分 調　定　額 収納済額 不納欠損額 収納未済額

●担当課（学校給食センター）の見解

・不納欠損について

時効の援用がなされていない債権であっても回収の見込みのない場合には債権を放棄できるとした石狩市債権の管理に関する条例第14条第4項を適用し、不納欠損処分を行った。

（過去の不納欠損額 H29年度11,016,663円、H28年度1,322,677円、H27年度634,771円）

・滞納対策について

学校給食費の滞納者に対しては、督促状や催告書の送付、職員による電話や訪問等により納付を促しているが、悪質な滞納者に対する最終手段として、年度末に最終催告を行い民事

訴訟法に基づく支払督促の申立を行うこととしている。支払督促申立の対象者は、平成28～30年度分に滞納があり、平成29年4月以降に一度の納付もなく、かつ催告や督促に対しても一

切の反応、連絡もなく、極めて悪質であると判断した者である。（要保護・準要保護世帯は除く）
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５　平成30年度 社会教育施設等の利用状況

■学び交流センター （単位：人、件、％）

施設名 　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計 前年度合計 前年度比

人数 1,731 1,576 1,406 1,734 1,491 1,003 1,553 1,689 1,183 1,095 1,343 1,844 17,648 19,206 ▲ 8.1

件数 169 165 167 175 162 121 178 180 132 128 155 183 1,915 2,072 ▲ 7.6

■カルチャーセンター
（単位：人、件、％）

施設名 　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計 前年度合計 前年度比

人数 980 606 768 573 891 476 669 1,711 749 378 475 816 9,092 9,679 ▲ 6.1

件数 35 39 44 40 38 34 49 42 34 26 32 46 459 508 ▲ 9.6

■公民館
（単位：人、件、％）

施設名 　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計 前年度合計 前年度比

人数 1,703 1,594 1,675 1,702 1,418 1,658 1,764 1,819 1,557 1,375 1,585 3,147 20,997 22,429 ▲ 6.4

件数 119 107 118 114 108 115 158 153 116 103 121 215 1,547 1,474 5.0

人数 691 274 435 1,008 541 412 639 373 469 423 479 703 6,447 7,015 ▲ 8.1

件数 60 35 52 53 45 51 64 45 45 45 45 45 585 447 30.9

人数 53 48 51 44 51 102 26 68 90 48 97 33 711 928 ▲ 23.4

件数 5 2 3 3 3 6 2 3 7 2 10 3 49 63 ▲ 22.2

人数 - - - - - - - - - - - - 28,155 30,372 ▲ 7.3

件数 - - - - - - - - - - - - 2,181 1,984 9.9
合 計

学 び 交 流
セ ン タ ー

紅 南 小

本 館

樽 川 分 館

美 登 位 分 館

●担当課（社会教育課・公民館）の見解

・学び交流センター及びカルチャーセンターにおいては、９月に発生した胆振東部地震の影響により、９月期の利用件数・利用者数の減少が見られる。

・学び交流センターは、年間を通して前年度より若干減少しており、総合型地域スポーツクラブの教室中止や、使用場所変更、定期利用団体の休止などが要因と推測される。

・カルチャーセンターも、若干減少しており、定期利用団体の利用回数減によるものと推測される。

・公民館は、本館・樽川分館は概ね前年度と同様の利用実績であったが、美登位分館の減少は町内会活動の影響と推測する。
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■研修センター等 （単位：人、件、％）

施設名 　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計 前年度合計 前年度比

人数 126 65 258 159 291 225 26 97 114 70 113 208 1,752 2,175 ▲ 19.4

件数 7 1 9 6 11 13 5 6 11 8 13 16 106 116 ▲ 8.6

人数 117 87 147 126 122 175 70 74 85 56 73 179 1,311 1,100 19.2

件数 12 6 5 15 9 9 8 8 7 6 9 16 110 88 25.0

人数 12 6 60 33 18 18 18 12 26 52 63 34 352 566 ▲ 37.8

件数 2 1 8 5 3 3 3 2 4 8 9 6 54 55 ▲ 1.8

人数 200 104 62 163 175 54 105 116 239 229 255 298 2,000 2,013 ▲ 0.6

件数 16 9 9 11 15 10 17 12 16 15 20 26 176 141 24.8

人数 - - - - - - - - - - - - 5,415 5,854 ▲ 7.5

件数 - - - - - - - - - - - - 446 400 11.5

美 登 位
創 作 の 家

人数 126 407 288 547 675 494 191 279 136 116 193 218 3,670 3,455 6.2

■資料館等 （単位：人、％）

施設名 　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計 前年度合計 前年度比

い し か り
砂丘の風資料館

人数 231 296 164 209 269 279 152 107 53 45 52 85 1,942 2,871 ▲ 32.4

は ま ま す
郷 土 資 料 館

人数 - - - - 277 82 123 - - - - - 482 646 ▲ 25.4

高 岡 ふ れ あ い
研 修 セ ン タ ー

北生振ふれあい
研 修 セ ン タ ー

五の沢ふれあい
研 修 セ ン タ ー

生 振 ふ れ あ い
研 修 セ ン タ ー

合 計

●担当課（社会教育課）の見解

・高岡ふれあい研修センターは、平成30年度、一般の団体が少なかったことから利用者が減っている。他のセンターはほとんどが地元利用であり、増減は町内会活動などの影響と推測される。

・美登位創作の家は、概ね前年同様の利用実績であった。

●担当課（文化財課）の見解

・砂丘の風資料館が減少した原因は、９月の台風、地震の影響のほか、春先からの天候不順が大きかったものと考えている。

・はまます郷土資料館は、平成29年９月に発生した大雨で被災した影響で再開したのが８月だったため、入館者数が減少している。
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■市民図書館 （単位：日、人、点、％）

施設名 　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計 前年度合計 前年度比

日数 25 24 25 25 27 23 24 25 23 20 22 26 289 291 ▲ 0.7

貸出
点数

39,016 38,489 38,165 40,652 43,829 36,723 39,296 38,053 35,388 34,376 36,935 44,708 465,630 478,914 ▲ 2.8

日数 25 24 25 25 27 23 24 25 23 23 22 26 292 293 ▲ 0.3

貸出
点数

5,131 4,998 5,328 4,924 5,211 4,683 4,986 5,176 4,614 4,863 4,665 5,911 60,490 60,201 0.5

日数 25 24 25 25 27 23 24 25 23 23 22 26 292 293 ▲ 0.3

貸出
点数

1,024 938 928 865 1,004 825 898 1,018 772 832 870 1,054 11,028 10,508 4.9

日数 25 24 25 25 27 23 24 25 23 23 22 26 292 288 1.4

貸出
点数

254 197 240 175 252 237 217 250 211 152 248 310 2,743 2,671 2.7

日数 25 24 25 24 27 23 24 25 23 23 22 26 291 292 ▲ 0.3

貸出
点数

282 239 309 355 325 310 325 381 513 337 367 335 4,078 4,612 ▲ 11.6

全 館 貸出数 45,707 44,861 44,970 46,971 50,621 42,778 45,722 44,878 41,498 40,560 43,085 52,318 543,969 556,906 ▲ 2.3

18,164 17,713 19,807 21,161 27,203 18,497 22,345 20,844 16,298 15,717 18,056 20,275 236,080 240,355 ▲ 1.8

※本館の貸出点数は、宅配貸出及びぽぽらーとの件数を含む

★市民図書館 その他の指標

単位 H30 H29 増減 前年比(%)

点 325,766 324,178 1,588 0.5

　うち本館蔵書点数 点 293,047 291,933 1,114 0.4

人 18,508 19,501 ▲ 993 ▲ 5.1

　うち市内に居住する利用登録者の数 人 9,572 10,196 ▲ 624 ▲ 6.1

件 12,034 9,228 2,806 30.4

　うち事項調査の件数 件 175 130 45 34.6

本 館

花 川 南 分 館

八 幡 分 館

浜 益 分 館

あ い か ぜ
と し ょ か ん

【参考】
　本館の入館者数

区　　　分

 　①蔵書点数（全館）

 　②利用登録者数

 　③レファレンスサービス件数

●担当課（市民図書館）の見解

・貸出点数、本館入館者数の減は、昨年の震災の影響によるものが大きいと考え

ている。

・利用登録者数の前年割れについては、平成29年度実施のアンケートから「歳を

とって行くのが大変になった」、「本を読まなくなった」など個人の変化のみならず、

利用者が自分以外の家族の本も借りていく割合が一定数おり、家族カード的に

利用している実態も原因のひとつと考えている。
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